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編　集　後　記
　病院誌第18巻もようやく刊行の運びとなりほっとし
ています。
　本巻には原著4編、症例報告5編、各領域研究6編の
ほか寄稿、随想がそれぞれ2編掲載されています。また
今回初めて院内のCPC記録も掲載いたしました。
　今年は原著・症例報告が併せて9編と例年に比べて少
なくそのうち4編は研修医の先生による論文でした。研
修医の先生の本誌における論文執筆が定着してきたこと
は喜ばしいのですが、研修医以外の先生からの論文が少
ないのが気になります。次号には多数の投稿を期待する
次第です。診療科以外からの各領域研究も例年通りそれ
ぞれ充実しています。これらの論文および院外の先生か
らの貴重な寄稿・随筆もあわせてぜひご一読いただけれ
ばと思います。執筆頂いた諸先生・各位にはこの場を借
りて心から感謝申し上げます。
　また各部署・の1年間の活動内容もこれまで同様に報告
されています。お忙しい中、皆様執筆頂きありがとうご
ざいます。
　なお今回から編集委員として岩井参事にも加わってい
ただき、原稿蒐集、編集作業、編集後記執筆などにご尽
力いただきました。
　今後とも病院誌の刊行になお一層のご協力よろしくお
願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　（KM）
　今まで18年間、原稿を書くだけで参加してきた病院
誌でした。今年は作成に参加させていただき、たくさん
の原稿をいつもより真剣に読みました。どの原稿にも感
銘を受けました。私もこの名寄市立総合病院に勤務して
○○年となりました。若い頃は、先輩を見てさすが年齢
が50代はすばらしいと思って見ていたのに、自分が
50代になるとまだまだ若いと感じ、年寄り扱いされた
と思う。自分を冷静に判断し、他の人からの評価を正し
く受け止める感性が、最近は鈍っていると感じています。
自分の仕事人生を納得して最後までやり遂げたいと考え
る今日この頃です。勤務終了時に　ふつ～と　思ったこ
とです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TI）
　皆さんは中学か高校の授業で「ブラキストン線」を習
ったことはないだろうか．幕末から明治にかけて来日し
ていた英国の元軍人であったThomas　Wright　Blakiston
（1832－1891）は，津軽海峡を挟んで北海道と本州では動物
相が違う，ということを多くの標本データから考証した．
彼は函館に20年近く在住し，帆船を所有して貿易を営み，
一時は安定した生活を送っていたが箱館戦争や明治維新
後の社会変動に対応できず日本を離れてしまったという．
仕事の傍ら趣味で道内を探検し，狩猟を楽しみ，動植物
の観察・海岸や河口の観測，探検ルー一・トの開拓などたく
さんの記録を残している．そしてわずか数十kmしかない
津軽海峡が，その生息する動物相をおおきく隔てている
境界線だと気がついたそうだ．これを日本における地震
学の祖John　Milne（1850－1913）が「Blakiston’s　line」と名
づけたことから，有名な言葉になった．
　さて，現在の道北地方を1府緻すると，どうやら塩狩峠
あたりに医療インフラの「ブラキストン線」が存在する
らしい．なかなか人（医師・医療従事者）が塩煙1峠を越
えてこちら側に来ない．峠を越えることに躍曝している
人には「決して住みづらい地ではありません．仕事もし
易い（と我は思う）．勇気を出してこちらへおいで」と言
いたい．私も「峠」を越えてきた一人だ．国も地方医療
充実に実効性のある政策を実施してもらいたいものだ．
「地域の安心は医療の充実から」であり，医療における
人的資源の散薄化を助長させてはならない．
　　　　　　　　　　　　　　　　放射線科　千葉裕
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